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A. 研究目的  

サルモネラ症、赤痢、コレラなどは、汚染され

た飲料水・食品を介して感染する経口感染症の代

表的なものである。 

サルモネラは、国内外で多くの食中毒の原因と

なっている。わが国では 1990 年代にサルモネラ

食中毒のピークがあったが、現在でもなお、細菌

性食中毒発生の原因物質別で上位を占めている。

サルモネラは 2,500 種以上の血清型から成り、海

外でも多様な原因食品を介して多くの食中毒が

発生している。とくに、サーベイランス体制が確

立されている欧米からの報告が多い。 

細菌性赤痢は赤痢菌に汚染された食品や水を

介して感染する。国内の患者発生数は年間 100 名

前後であり、大半は海外渡航者による輸入例であ

る。しかしながら、近年発生した集団事例の中に

は海外からの輸入食品との関連が示唆されたも

のもあった。一方で、国内例はそのほとんどが散

発もしくは家族内事例などの小規模なものであ

り、感染源の究明にいたることはほとんどないの

が現状である。細菌性赤痢は主として途上国で発

生しており、菌株解析を通じて輸入例と国内例の

対比を行うことは重要な工程である。 

上記の現状から、本研究では、海外で発生した

食中毒の情報収集とともに、分離菌株の解析を通

じて国内外の流行菌型を特徴づけ、そのデータバ

ンクの構築を行う。前者についてはサルモネラを、

後者については赤痢菌を主な対象とする。本年度

はナグビブリオの食中毒が発生し、その菌株解析

も行った。 

 

B. 研究方法 

 海外事例の情報収集は論文雑誌・米国 CDC、

欧州 CDC からの資料などを参考にした。 

赤痢菌およびナグビブリオ分離株に関しては、

パルスフィールドゲル電気泳動法（pulsed-field 
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規模な流行が発生した。 
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gel electrophoresis; PFGE）、もしくは複数遺伝

子座を用いた反復配列多型解析（multilocus 

variable-number tandem-repeat analysis; 

MLVA ） を 使 用 し た 。 得 ら れ た デ ー タ を

BioNumerics ソフトウェアに取り込み、データベ

ースの構築、並びにクラスター解析を行った。 

 

C. 研究結果および考察 

今年度を中心に最近海外で発生したサルモネ

ラ集団発生食中毒の中から、輸入食品もしくは複

数国が関連した事例を表 1 にまとめた。起因菌の

血清型はほぼ全て異なっていた。推定原因食品は

野菜・調味料・肉類であった。ヒトの食品ではな

いが、ペットフードやカメから感染拡大した事例

もあり、一部は米国から輸出されているものもあ

った。ペットフードからの感染は日本ではあまり

考慮されていないが、今後注意が必要な項目であ

る。2013 年 8 月には中国から輸入されたウニか

ら腸炎ビブリオが検出されたとの報道があった。

わが国における腸炎ビブリオ食中毒は 1990 年代

以後減少しているが、輸入食品を介した感染には

注意が必要である。 

2013 年 9 月から 10 月にかけてナグビブリオに

よる食中毒が相次いだ。原因食としてニシ貝スラ

イスが疑われ、その原材料は中米産であった。本

事例では患者および食品からナグビブリオが検

出され、患者株の大半と食品由来株の一部の

PFGE パターンが一致した（図 1）。 

2013 年に当部に送付され、解析された Shigella 

sonnei は 81 株であった。うち、輸入例は 54 株

で、南アジア 23 株、東南アジア 22 株であった。

これらについて、MLVA による解析を行った。上

記輸入例はそれぞれ、これまでに収集したデータ

ベース上にて各地域に相応するグループに振り

分けられた。カンボジア輸入例の 1 株と国内例 1

株に類似性が見られた。また、関東・北陸・中部・

九州地方で分離された国内例由来株に類似性が

認められたが、これらと類似の輸入例はこれまで

のところ見られなかった。類似の型は 2012 年に

も見られており、今後の動向が注目される（図 2）。 

 

D. 結論 

近年の食および人のグローバル化により、海外

から様々な食品および人が国内に入りやすくな

っている。それと同時に、食中毒菌により汚染さ

れた食品が入ってくる機会も増加していると考

えられる。今年度のナグビブリオの事例など、こ

れまで国内ではあまり発生しなかった菌種によ

る食中毒事例については分離菌株の基礎データ

が足りない部分があることも考えられる。今後も、

海外の発生状況の情報収集および国内の監視体

制の整備、ならびに分離菌株のデータベースの拡

充を図る必要がある。 
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表 1．主な輸出入品関連事例

 

 

 

 

図 1．ナグビブリオによる食中毒事例関連株の

外は食品由来

 

 

 

輸出入品関連事例

ナグビブリオによる食中毒事例関連株の

由来株。使用制限酵素は

 

輸出入品関連事例 

ナグビブリオによる食中毒事例関連株の

株。使用制限酵素は

  

ナグビブリオによる食中毒事例関連株の

株。使用制限酵素は NotI。 
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図 2．Shigella sonnei 2012-2013 年国内流行株の MLVA による minimum spanning tree。国内例部分

のクラスターを矢印で示す。網掛けの色分けは分離年による。 

 
 

 


